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研究成果の概要：近世後期小説のうち、〈読本（よみほん）〉ジャンルは、実録・街談巷説を

直接踏まえた江戸の〈中本もの〉読本及び上方の〈絵本もの〉読本が原初的な形態であり、そ

の後江戸の山東京伝・曲亭馬琴が虚構性の強い〈稗史もの〉読本を創出したが、〈読本〉の底流

には上方を中心に常に原初的要素が存在し続け、同じ流れが、江戸では人情本の形成につなが

ったことを、実証的に明らかにした。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 4,900,000 0 4,900,000 

２００６年度 3,900,000 0 3,900,000 

２００７年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

２００８年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

年度  

総 計 13,400,000 1,380,000 14,780,000 

 
 
研究分野：日本近世文学  

科研費の分科・細目：文学・日本文学 

キーワード：江戸・上方・読本・実録・人情本 

 
１．研究開始当初の背景 
 
 読本・実録・人情本に通底する近世後期小

説様式の抽出・把握を目的とする国文学研究

資料館プロジェクト研究「近世後期小説の様

式的把握のための基礎研究」（2004～2009 年

度）と連動して、従来出版・流通の側面から

説明されることの多かった 19 世紀近世小説

における江戸・上方の相互交流が、それらの

様式にどのような性格を付与しているかの

実態追求を課題とした。 

 



２．研究の目的 
 
 近世後期小説の研究は、現在ジャンルごと

の理解が中心であり、ことに江戸で制作され

た作品及び作者（読本で言えば山東京伝・曲

亭馬琴）に集中している。本研究は、これに

対して江戸と並ぶ読本の生産・消費地である

上方にも視点を広げ、江戸・上方の作者・出

版関係者が、互いに意識し合いながら、近代

へと向かう読者層の広がりにどう対応した

かを、作品の内実に即して理解・把握しよう

とする試みである。この方針のもと、近時注

目され始めた上方読本と実録との関係につ

いてさらに検討を深め、人情本についても、

従来指摘されてきた江戸の先行諸ジャンル

と共に、上方出来の世話読み物の投影を考慮

しつつ検討に当たった。 
 
 
３．研究の方法 
 
 読本については、江戸・上方読本の良質な

原本資料を多く所蔵する八戸市立図書館の

全面的な協力を得て、厳密な書誌調査とサン

プルデータのデジタル撮影を行った。 

実録については、八戸市立図書館所蔵本の

書誌調査と共にサンプルデータのデジタル

撮影を行い、また主として国文学研究資料館

のデータに基づく所在調査を実施した。 

人情本については、中本型読本と密接な関

係をもつ文政期人情本を中心に、複数の個人

所蔵本の集中的調査を行い、サンプルデータ、

または全冊の撮影を行った。 

読本・実録・人情本の原本のうち、国文学

研究資料館に所蔵されていないものについ

ては必要に応じて購入し、研究資料として用

いた。 

 上記データ、原本資料に基づき、研究代表

者の統括のもと、連携研究者の分担により、

読本・人情本・実録それぞれについて、研究

成果を反映した作品解題を執筆、それらを解

題集としてまとめるに際し、分類基準に共同

討議に基づく「江戸・上方の相互交流」の視

点を反映させた。また撮影したデータの一部

を図版として解題に添えた。 
 
 
４．研究成果 

 

(1)読本については、国文学研究資料館及び八

戸市立図書館所蔵本を中心とする解題集、

『読本【よみほん】事典』を刊行した（2008

年 2 月）。 

(2)文政期を中心とする人情本解題集『人情本

事典（仮題）』を刊行準備中である（2009 年

11 月予定）。 

(3)国文学研究資料館特別展示「江戸の長編読

みもの－読本・実録・人情本－」のパンフレ

ットとして、「八戸市立図書館所蔵実録解題」

を発行準備中である（2009 年 9 月予定）。 

(4)本研究のテーマに基づく個々の成果につ

いては、共同研究会を開催して共有し、その

一部を、「江戸文学」40 号「特集・〈よみほん

様式〉考」（2009 年 5 月）の紙面を用い、成

果報告論文集として刊行した。 
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